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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はv旺部から構成されている。第I部は序章で本研究の着手にいたる背景を述べ，次いで本研

究の焦点となるべき人工制隈酵素の構築について目的と意義を述べ，最終部の第w部で本論文を統括

している。

　第巫部および第唖部ではビニルポリマーによる核酸の認識と切断を目的とし，核酸塩基を含むポリ

マーと核酸との間に働く相互作用を詳細に調べ，4量体以上のオリゴヌクレオシドではある条件下で

相補的な水素結合相互作用が発現することを見い出し，アミノ基とアデニン基を同一分子内にもつビ

ニルポリマーでは只NAを効率よく切断する機能を有することを明らかにした。

　第W部ではRNA加水分解の反応機構と律速段階の解明について述べている。すなわち，リボヌク

レオシドのリン酸フェニルエステルはRNA加水分解の律速段階の決定に対して非常に重要な情報を

提供することを明らかにし，すべての艮NAを加水分解する触媒は5配位中聞体の開裂を加速すれば

良いとの結論を得た。

　第V部と第W部でランタニド錯体を使った人工制隈酵素による核酸とDNAの加水分解に関するも

ので，ランタニド錯体を使うことによって核酸を選択的に切断する人工制限酵素を初めて構築したこ

とを述べている。
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審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，DNAを特定の塩基配列に限って特異的に切断する天然酵素，すなわち制隈酵素に代わっ

て，より長い塩墓配列を認識してその特定の部位を切断する人工制限酵素の構築を目的とし，ランタ

ニド金属の一つであるセリウムを活性点とする人工制限酵素を構築し，19塩基の配列を認識してその

部位を加水分解により切断することに成功したもので，この成果は遺伝子が関与する病気の遺伝子治

療や人の全遺伝子解明など，新しいバイオテクノロジーとしての応用が期待される。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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